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Pu/ Pub2

A1-case2-1 2.2 157.9 106.7 132.5 121.1 0.91

A1-case2-2 4.1 173.9 111.4 134.9 129.0 0.96

A1-case2-3 5.7 191.0 112.2 135.5 142.2 1.05

A2-case2-1 2.2 157.9 106.7 132.5 126.5 0.95

A2-case2-2 4.1 173.9 111.4 134.9 131.9 0.98

A2-case2-3 5.7 191.0 121.6 135.5 140.2 1.03

A2-case2-2* 4.1 173.9 102.5 123.5 123.1 1.00

A3-case2-1 2.2 157.9 106.7 132.5 131.4 0.99

A3-case2-2 4.1 173.9 111.4 134.9 138.8 1.03

A3-case2-3 5.7 191.0 121.6 135.5 149.6 1.10

A4-case2-1 2.2 157.9 106.7 132.5 119.6 0.90

A4-case2-2 4.1 173.9 111.4 134.9 139.7 1.04

A4-case2-3 5.7 191.0 121.6 135.5 147.1 1.09

A4-case2-2* 4.1 173.9 102.5 123.5 120.1 0.97
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た 3)。最終的には，載荷点付近のせん断ひび割れ

上部のコンクリートが圧壊することによりせん

断圧縮破壊に至った。

一方，せん断補強筋の付着低下のみを考慮した

A2-case2-1ならびに，せん断補強筋の破断のみを

考慮した A3-case2-1 は，せん断ひび割れが発生

したものの，最終的には曲げ圧縮部のコンクリ

ートが圧壊することにより，曲げ破壊に至った。

（写真-１(b)，(c)参照）

今回の実験においては，せん断補強筋の付着低

下のみ（A2 シリーズ）や破断のみ（A3 シリー

ズ）を考慮したケースの供試体はプレストレス

量の増減にかかわらず，全て曲げ破壊に至った。

両ケースにおける曲げ破壊荷重の計算値 Pub2 に

対する実測値 Puの比は，0.95～1.10 となり，コ

ンクリートの応力－ひずみ関係に土木学会コン

クリート標準示方書式を用いた断面切断法によ

る計算値は実測値をほどよく推測した。

また，A4-case2-3 については，A4-case2-1，

A4-case2-2 と同様にせん断補強筋の破断と付着

低下を考慮しているが，A4-case2-3は断面下縁の

応力σctを 5.7N/mm2（プレストレス量大）として

おり，A4-case2-1（プレストレス量小，σct＝

2.1N/mm2），A4-case2-2（プレストレス量中，σct
＝4.1N/mm2）と比較して導入プレストレス量が大

きい。既往の研究からプレストレスの増加に伴

って，コンクリート負担せん断力が増加するこ

とが報告されている 4)。A4-case2-3はせん断補強

筋の破断と付着低下を考慮しているにもかかわ

らず，A4-case2-1，A4-case2-2において生じたせ

ん断ひび割れが発生しておらず，（写真-１(f)参

照）それらの供試体と比較して，コンクリート

負担せん断力が増加し，最終的に曲げ破壊に至

ったものと推察される。

また，A4-case2-2*１においては，せん断補強筋

の破断と付着低下とともに，PC鋼材の付着低下

も考慮しているため，A4-case2-2と比較して曲げ

耐力が低下し，最終的に曲げ破壊に至った。

3.2 荷重－スターラップひずみ関係 

A*-case2-1（プレストレス量小）における荷重 

 

 

 

 

 

(a)A1-CASE2-1(健全)ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽ量小 

 

 

 

 

 

(b)A2-CASE2-1(付着低下)ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽ量小 

(c)A3-CASE2-1(破断)ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽ量小 

スターラップひずみゲージ位置 

(d)A4-CASE2-1(破断＋付着低下)ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽ量小 

(e)A4-CASE2-2(破断＋付着低下)ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽ量中 

(f)A4-CASE2-3(破断＋付着低下)ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽ量大 

 

（破線）：ｽﾀｰﾗｯﾌﾟひずみゲージ位置 

写真-1 載荷試験終了時 

せん断圧縮破壊

曲げ破壊

曲げ破壊

せん断圧縮破壊

曲げ破壊

曲げ破壊
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